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研究の内容

研究推進校における授業改善の支援の在り方

に関する研究を行い、「主体的・対話的で深

い学び」の視点を明確にした授業づくりに寄

与する。



○学力調査の結果を分析し、それに基づき授業者と

課題を共有し、協働しながら生徒の実態に沿った

授業づくりを推進していく。

○学習会、指導案検討、研究授業、研究会における

指導助言の方法や内容等について協議する。

○校内研究会用の振り返りアンケートを活用して検

証の手立てとする。

研究の方法



校内研究会用の振り返りシート

年度当初と年度末
で、同じ内容を問
うことで、研究主
題の実現に向けた
意識の変容がわか

る。



研究推進校
【甲斐市立双葉中学校】全校生徒 ４４３名（全１４クラス）/ 全職員 ４８名

双葉中職員

山梨大学
データ分析WG

総合教育センター
支援チーム

連絡会議による
情報交換・連携等

支援校のニーズに
合わせた様々な支援
（学習会の講師、教科
部会への参加、学習指
導案への助言等）

学調結果のデータ分析
をもとに、主に授業改
善についての支援

支援の要望、
校内研究推進
のための相談等

双葉中校内研の活性化、
研究の推進を図る

センターと大学の二者が連携して支援を行うことで、
推進校のニーズにより深く、適切に応えられる

研究イメージ



双葉中学校校内研究主題 Ｒ４・Ｒ５
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

研究２年目（Ｒ５年度）

双葉中学校の研究の経緯

研究主題の実現のためには、教科授業の充実を図ることが最優先課題であると考え、教

科指導に対する教師の意識を改善するために、様々な活動を取り入れてきたが、教科指導

の時間だけで、生徒の主体的・対話的な姿の実現は難しく、総合的な学習の時間や特別

活動、朝の会や帰りの会における活動等、学校教育活動全体を通して育成する必要がある

ことが反省としてあがった。

令和５年度 双葉中校内研究副主題

～生徒の対話機会の充実を目指した教育活動の工夫と改善～

→学校教育活動全体を通して対話を充実させることで、研究主題の実現を目

指す。



双葉中学校校内研究主題 Ｒ４・Ｒ５
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

令和５年度 双葉中校内研究副主題

～生徒の対話機会の充実を目指した教育活動の工夫と改善～

双葉中学校の研究支援について

＜Ｒ４年度のセンターの支援＞

個々の教員が日常の授業実践において主体的に授業改善に取り組んでいくことを目的と

した支援。

＜Ｒ５年度のセンターの支援＞

双葉中学校が主体性をもって自律的に校内研究に取り組むことを基本とし、「対話的な学

びにつながる授業改善に関する支援」を中心に、必要に応じた研究支援を行う。

【主な支援内容】

◎研究主題に関わる学習会 ◎教科学習会 ◎拡大校内研究会に向けた支援

R４ 教師の意識の向上
↓

R５ 具体的な授業改善の手立て
（対話的な学びに焦点化）



データ分析WGによる支援

本県学力向上に際し学術的な知見を得ることを目的とし、山梨大学と連携

して、全国学力・学習状況調査及び山梨県学力把握調査データ分析作業部

会 略称「データ分析WG（ワーキンググループ）」を設置している。

➢６月 山梨大学清水教授(数学)･齋藤教授(国語)
  田中教授(英語)による双葉中の全国学調結果の早期分析

➢８月 全国学調の早期分析結果を踏まえた教科学習会
➢９月 拡大校内研の指導案検討会
➢９月 全国学調の調査結果検討会（質問紙とのクロス集計 等）

➢10月 拡大校内研における指導助言

双葉中の全国学調データ分析を山梨大学の教授７名が行う。



双葉中校内研究の計画とセンター支援

４月 研究のテーマ・方向性の検討 センター

５月 研究のテーマ・方向性の全体共有・研究主任による講義

５月 全国学調早期分析依頼 分析ＷＧ

６月 校内研究主題に関する学習会 センター

７月 対話機会の充実を目指した研究討議

８月 全国学調の早期分析結果を踏まえた教科学習会 分析ＷＧ

９月 対話機会の充実に向けた実践報告と研究討議

９月 拡大校内研究会に向けての指導案検討会 センター 分析ＷＧ

１０月 拡大校内研究会 センター 分析ＷＧ（研究会における指導助言）

１２月 研究のまとめ

向
け
た
支
援
（
随
時
）

拡
大
校
内
研
究
会
に



センターによる支援について



今年度、双葉中が校内研究で目指す「生徒の対話機会の充実を目指した

教育活動の工夫と改善」について、センター指導主事２名が学習会を行った。

前半は、対話「話し合い」のための土壌づくりとして、相談支援センターの小

野指導主事より、生徒が自己有用感を実感することのできる学級集団づくり

（学級経営の充実）について講義を行った。

校内研究主題に関する学習会

＜講義内容＞
・自己肯定感と自己有用感の違い
・ほめると承認の違い
・行動論的アプローチについて
・構成的グループエンカウンターについて

等



後半は、合意形成を軸とした話合い活動について、特別活動を中心に、宮下

指導主事より、特別活動の特質及び特別活動の構成と指導で留意するポイン

トについての講義を行った。

＜講義内容＞

・学級活動における学習過程について

・自分たちで考え、話し合い合意形成し、協力する活動に

ついて（フリートーク）

・意図のある指導や話し合うことで互いの距離を縮める

活動を行うことの大切さについて 等

7月の校内研では、双葉中の先生方同士で対話的な活動に実際に取り組む

中で、対話の意義等について確認した。教科指導における課題設定や問いの

質の重要性について確認された。

校内研究主題に関する学習会

＜振り返りシートより＞
・学級作り・人間関係作りのヒントを教えていただいてありがたかった
・日頃から一番近くにいる担任が子どもたちと同じ目線にたって、話をする、聞いてあげる、
見てあげることが大切だと思った。フリートーク、ぜひやってみたい



分析ＷＧによる支援について



数学科、英語科、国語科において、令和５年度全国学力・学習状況

調査の早期採点の分析結果について学習会を実施した。山梨大学

教授、清水宏幸先生（数学）、田中武夫先生（英語）、齋藤知也先生

（国語）より分析結果と授業改善のポイントについての解説、指導・

助言をいただいた。各教科で、校内研との関わりも含め、意見交換を

行い、10月の拡大校内研に向けて、指導案や今後の授業等につい

て検討した。

全国学調の早期分析結果を踏まえた教科学習会

国語科は

オンラインで実施



全国学調の早期分析結果を踏まえた教科学習会
各教科の当日の資料の一部

数学 英語 国語

分析結果から見ら
れる課題と、課題解
決に向けた授業改
善の方法について、
具体的な言語活動
例をあげて説明。

分析結果から見ら
れる課題解決に向
けた授業改善の方
法について、具体
的な教材をあげて
説明。

今年度と昨年度との
比較をしながら、課題
が見られた問題の詳
細な分析結果と課題
解決に向けた指導の
ポイントについて説明。

＜振り返りシートより＞ （数学科の学習会に参加）
・解答を求める力ではなく、与えられた式やグラフがどんなことを表しているのかを考え、表
現する力が必要であること。これは今年度の研究テーマにある”対話”ともつなげられそう
な内容である。



数学・英語に関しては、全国学調の分析結果から見られた課題に対応する教
材、指導事項・内容で研究授業を構成。
特活では、６月の学習会の内容やクラスの実態に合わせて、校内研究主題に
つながる対話活動を工夫した授業を展開。

学年 教科等 会場 授業者

１学年 数学（ 一次方程式 ） １年５組教室 教諭 橘田 小百合

２学年 特活（ キャリア教育 ） ２年１組教室 教諭 小野

３学年 英語（ The Story of Chocolate ） ３年２組教室 教諭 太田

拡大校内研究会の授業内容

拡大校内研究会



拡大校内研究会（１年 数学 単元名「一次方程式」）

＜授業者の振り返りシートより＞

与えられた図（グラフ）の意味を考えながら問題づくりに取り組み、方程式を
用いて解決することを通して、図と１次方程式のつながりを理解し、その考え
を深める授業

図の意味する事象を問題づくりを通して表現し、対話活動を通して
考察する中で考えを深めていく。

研究授業では多くのことが指摘された。生徒同士の対話について、こちらの想定外の発言もあり、柔軟に対
応することに難しさを感じた。授業の目標に到達するためには、計画的に時間配分をしてすすめることが必
要だが、対話が始まると対話をまとめることができず、時間がかかってしまい、授業が計画どおりにいかな
くなることもある。これからの課題だと感じた。

～これまでの校内研究を通して～
【全国学調分析結果より】

・与えられた図から必要な情報を適切に読み取ることに課題が見られる。
【指導案検討会より】

・図（グラフ）と具体的な事象とのつながりに気付ける授業を構想する。

研究授業では多くのことが指摘された。生徒同士の対話について、こちらの想定外の発言もあり、柔軟に対
応することに難しさを感じた。授業の目標に到達するためには、計画的に時間配分をしてすすめることが必
要だが、対話が始まると対話をまとめることができず、時間がかかってしまい、授業が計画どおりにいかな
くなることもある。これからの課題だと感じた。

研究授業では多くのことが指摘された。生徒同士の対話について、こちらの想定外の発言もあり、柔軟に対
応することに難しさを感じた。授業の目標に到達するためには、計画的に時間配分をしてすすめることが必
要だが、対話が始まると対話をまとめることができず、時間がかかってしまい、授業が計画どおりにいかな
くなることもある。これからの課題だと感じた。



職場体験の経験をもとに、「仕事をする上で大切なこと、
必要な力」を「学校生活のどのような場面で高めていけ
るか」について、対話を通して考える活動が行われた。

拡大校内研究会（２年 特別活動「キャリア教育」）

＜授業者振り返りシートより＞
結果的に対話によってつくられる授業を行うことができた。対話をしないと進んでいかないような
授業をすることは、不安もあったが、1時間の中で生徒の新たな姿をたくさん見つけることができ、
やって良かったなと思えた。対話は特別なものではなく、必要だからこそ仕組んでいくものと思っ
て授業をつくっていきたい。

～これまでの校内研究を通して～
【校内研究主題に関する学習会・７月校内研究会より】

・お互いの本音を出し合い、合意形成を図る(対話する)ことに苦手意識が見られる。
【指導案検討会より】

・職場体験を学校生活に落とし込み、対話を通して自分の考えを確かなものにしていくことを
ねらいとしていく。

結果的に対話によってつくられる授業を行うことができた。対話をしないと進んでいかないような
授業をすることは、不安もあったが、1時間の中で生徒の新たな姿をたくさん見つけることができ、
やって良かったなと思えた。対話は特別なものではなく、必要だからこそ仕組んでいくものと思っ
て授業をつくっていきたい。



拡大校内研究会（３年 英語  「Program5 The Story of Chocolate」）

＜授業者振り返りシートより＞

英語でのやり取りを通して教科書本文の概要を捉え、印象に残った文とそ
の理由を具体例とともに、まとまりのある文章で書いて伝え合う活動

指導計画や評価、ワークシートの内容等、細部にわたってご指導をいただき、特に、生徒たちのやり
取りがより充実したものになったことを実感した。全国学調における課題分析を基に授業の方向性を
アドバイスいただき、常にその課題意識をもって発問内容等考えられたことで、生徒たちの実態に即
した、かつねらいに迫ることのできる授業展開にすることができた。

発問を工夫し、読み取った内容に関する生徒の考えを尋ね、その理由や
根拠を書いて伝え合う中で考えを深めたり、表現を広げたりしていく。

単元名

～これまでの校内研究を通して～
【全国学調分析結果より】

「文章の概要や要点、必要な情報を捉えて読むこと」「考えとその理由を、事実と具体例を踏まえ
てまとまりのある文章で書くこと」に課題が見られる。

【指導案検討会より】

 教師-生徒、生徒-生徒のやり取りを重視したReadingの授業改善に取り組む
 事実発問・推論発問・評価発問を使い分け、生徒の思考を促す発問を工夫する

指導計画や評価、ワークシートの内容等、細部にわたってご指導をいただき、特に、生徒たちのやり
取りがより充実したものになったことを実感した。全国学調における課題分析を基に授業の方向性を
アドバイスいただき、常にその課題意識をもって発問内容等考えられたことで、生徒たちの実態に即
した、かつねらいに迫ることのできる授業展開にすることができた。

指導計画や評価、ワークシートの内容等、細部にわたってご指導をいただき、特に、生徒たちのやり
取りがより充実したものになったことを実感した。全国学調における課題分析を基に授業の方向性を
アドバイスいただき、常にその課題意識をもって発問内容等考えられたことで、生徒たちの実態に即
した、かつねらいに迫ることのできる授業展開にすることができた。



研究支援の成果と課題について



分析WGの研究支援による授業の変化（数学科において）

＜全国学調結果から見られた課題＞

昨年度の課題
①数学的な表現を用いて理由を説明すること
②日常の事象と数学の世界を行き来しながら
解釈すること

③数学的表現を読み取ること

今年度の課題
①基本事項の理解
※必要な情報を適切に読み取ること

     自然数、四分位範囲の意味、平面の決定、
②数学的に説明すること
※事実・事柄の説明、図形の証明

山梨大学清水教授分析
指導に当たっては、点Dと点Hのy座標はスタート地点から駅前ま
での道のり、x座標は駅前を通過する時間をそれぞれ表しており、２
点のx座標の差は二人の選手が駅前を通過した時間の差であると
捉えられるようにすることが大切である。さらに、他の２点の組も同
じように捉え、x座標の差の変化について検討することが考えられる。

共通の課題
・数学的な表現を用いて理由を説明すること
・数学的表現を読み取ること

必要な情報を適切に読み取ること（拡大校内研究会）



分析WGの研究支援による授業の変化（数学科において）

・分析結果を日々の授業改善に生かそうとする意識が高まった。

・教科学習会で、分析結果をもとに今後の数学科として授業改善の方向性を議論すること
は、教材観や指導観の向上につながる重要な機会であるという認識が高まった。

＜先生方の意識の変化＞

・教科学習会で題材づくりを学んだことで、日々の授業で問題の数値や条件・場面を変え
たりするなど、生徒の実態に合わせて問題を作成するようになった。

・授業の導入において、生徒が問題を自分事として考えられるように、問いの工夫を行い、
これまで以上に生徒の興味関心を高める授業づくりを心がけるようになった。

・経年的な課題である数学的に説明する問題を定期試験に入れるなどして課題改善の状
況を確認するようになった。定期試験後は、誤答から生徒のつまずきを見いだし、課題の
見られた問題を取り上げて解説したり、日々の授業を再度見直したりするようになった。

＜日々の授業の変化＞



話し合いの手法についての資料提供や実際の校内研での思考ツールを用いた演習を通して

・話し合いの手法について学んだことで、校内研における協議方法を
工夫するようになり、先生方同士で行う協議の質が高まった。

・演習を通して学習会等を仕組む側の視点を学んだことで、より質の
高い学習会の運営ができるようになった。

・一部の教師だけではなく、学校全体で
思考ツールを授業で生かす場面が増えた。

研究支援による校内研究の変化（研究主任より）

拡大校内研究会の研究協議時にも
思考ツールを用いて協議を行った



研究支援による校内研究の変化（研究主任より）

学習会等の実施を通して

・５月に「生徒が自己有用感を実感することのできる学級集団づくり」について
の講義を聴くことで、対話そのもののみに注目するのではなく、対話の土台づ
くり（安心安全なクラス環境・集団づくり）の意識も高まり、その後の研究につ
ながった。

・教科学習会を通して、主発問や対話をどう仕組むのか、生徒の課題を把握す
るために分析結果を生かそうとする意識が生まれた。課題が明確であること
で、普段の授業の授業構成や課題設定に生かすようになった。

・指導案検討会等による大学教授やセンター指導主事を含めた公開授業の検
討を通して、授業観や教材設定の意識など新たな知見を得ることができた。
学校での教科部会だけでは、深まらない部分が深まった。



研究支援による校内研究の変化（研究主任より）

研究主任とセンター担当指導主事による様々な校内研究の実施に関わる打ち合わせ等を通して

・研究主任１年目としては、校内研究の進め方について見通しをもつ
ことができた。

・講師の相談、講師の招聘等は研究主任だけではなかなかできない
ため、専門性のある先生の学習会を通して、研究の質が高まった。

・２年目は、１年目の経験を生かして研究のビジョンが明確に描ける
ようになった。

・校内研究の素地づくりや前年度の課題を踏まえた継続的な研究を
することができたので、先生方一人一人の校内研究に対する意識の
向上につながった。



本年度の校内研究を通した教師の変容（振り返りアンケートの記述より）

５月 研究のテーマ・方向性の全体共有・研究主任による講義

対話という言葉をこれまであまり使っていなかったので、意味を理解した上で使ってい
きたいと思う。

７月 対話機会の充実を目指した研究討議

対話にはある程度のスキルが必要だと感じた。良い対話にしていくためのスキルを獲
得させる方法についても考えていきたい。ファシリテーターは難しい役割だなとあらた
めて感じる。

６月 校内研究主題に関する学習会

自己有用感という言葉をはじめて聞いた。自己肯定感よりも、他との関わりが強い言
葉のように感じた。対話的な活動を仕組む中で、自己有用感の獲得、向上につなげて
いきたい。

研究主題を実現するために ＜年度当初の考え＞
なんとなく使っていた（あまり使っていなかった？）対話という言葉を今後，考えて使っていきたいと思う。

対話に対する新しい知見の広がり

対話を生み出すためのベースとなる
学級づくり・集団づくりについて考え
を広げている

対話に対する新しい知見の広がり

よりよい対話を生み出すための
スキルについて考えようとしている

対話に対する理解の深まり

双葉中学校で目指す対話について
自分なりの理解をしている

振り返りアンケートの変容

＊ 赤の表で示した回はセンター（分析ＷＧ）が支援を行った回



９月 対話機会の充実に向けた実践報告と研究討議

正解が対話の出発点という話が印象に残った。ついつい、対話を通して正解にたどり
着かせようと考えてしまう。そうではなく、対話を通して正解をどこまで深く掘り下げて
いけるかという視点を持とうと思う。

８月 全国学調の早期分析結果を踏まえた教科学習会

対話の場面をどのような形で授業の中に仕組んでいくか、様々な方法があることを感
じた。また、対話がスムーズに進んでいくように、生徒の思考をどのように「見える化」
していくかもポイントになると感じた。

１０月 拡大校内研究会（授業者）

対話によってつくられる授業を行うことができた。対話は特別なものではなく、必要だ
からこそ仕組んでいくものと思って授業をつくっていきたい。

対話に対する考えの深まり

実際の授業を想定する中で、どのよ
うに対話を仕組むのか具体的に考
えている

対話に対する考えの深まり

対話を深い学びにつなげるための
視点について考えている

対話に対する考えの深まり

授業における対話の意義について
再確認するとともに、これからの授
業に対する展望をもっている

研究主題を実現するために ＜今年度の研究を終えた時点での考え＞
対話機会を充実させることで，生徒の考え方や価値観がより深くなっていくことを感じた。ただ，無理にその機会を作ろう
とするのではなく，1つの手段として対話を使っていければいいんだと思う。有効な場面で対話を取り入れていきたい。
また、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて対話機会の充実を意識するようになった。対話の価値が少し実感で
きたことで，自分自身がワクワクしながら授業づくりができている。

本年度の校内研究を通した教師の変容（振り返りアンケートの記述より）



【成果】
・前年度の課題を踏まえた継続的な研究をすることができたので、先生方一人一人の校内研
究に対する意識の向上につなげることができた。
・学習会を通して、対話の土台づくり（安心安全なクラス環境・集団づくり）の意識を高めるこ
とができた。
・教科学習会を通して、主発問や対話をどう仕組むのか、生徒の課題を把握するために分析
結果を生かそうとする意識を高めること（経年的な課題を定期試験に入れるなど）ができた。

【課題】
・今年度は、学校と検討する中で、教科を限定して授業改善の支援を行い、一定の成果を得
ることはできたが、直接支援していない教科については授業改善の状況の把握が不十分で
あった。来年度以降は、学校全体で授業改善を進めるための支援を行っていきながら、それ
ぞれの教科につなげられるような支援を行っていきたい。

センター研究の成果と課題



ご清聴ありがとうございました



【資料】アンケート結果



○対話をするためには、人間関係ができていないと難しい。学級作り・人間関係
作りのヒントを教えていただいてありがたかった。

○対話をするために必要なこと。人間関係の構築、知識、理解力。自分の役割。

○学級づくりに関してのお話の中で、自己有用感を育てていくことの大切さを改
めて感じた。自尊感情を育てるのはなかなか難しいと思う。大人もそうですが。
自分は必要とされているという感覚を少しでもクラスの中で感じてもらえるよ
う仕組んでいくことがとても大切だと思った。そのためには、日頃から一番近く
にいる担任が子どもたちと同じ目線にたって、話をする、聞いてあげる、みてあ
げることが大切だと思った。フリートーク、ぜひやってみたい。

○学級づくりにおいて自己有用感を高めていくことが大切だと改めて感じた。周
りとの関わりを増やすことが、自己有用感を高めるきっかけになるのではない
かと考え、もう一度「対話」に目を向ける機会となった。

振り返りアンケート内容より

６月 校内研究主題に関する学習会

本年度の研究の中心
となる「対話」につい
て、対話を生み出すた
めの前提ともなる集団
づくりの重要性につい
て再認識していること
がうかがえる。

次回の校内研究で、実際
どのようなことが学校生活
の中で仕組めるかについ
て考えていく。



○対話をさせる上で、どのようなやり取りや展開を目指すのか、そのためにはどの
ような工夫が必要か、教師の効果的な役割は何か、など考えさせられた。

○対話を仕掛けるために、まずやってみることが大切であると思った。また、経験か
ら人の意見を聞くこと、そこからどう考えるか、ということも大事であると考えた。
答えが一つでないものほど、様々な対話が生まれると思った。

○対話をさせるには、「適切な課題設定」が必要であるということである。現実社
会と同じで、答えがない、または複数あるような問いで、生徒が少しでも「相手
の考えも聞いてみたい」と思うような問いをどのように仕組むかを考えることが
とても重要であると感じた。

○課題設定をどのようなものにするべきか考えさせられた。また子どもたちが対話
する中で、お互いに疑問を感じたり、整理したりするために、考えたことを言語
化する力が必要であると感じた。

○対話を成立させるために、自由な発言が許せる雰囲気や、発展的に答えを出す
という雰囲気が作れるようにしていきたい。

振り返りアンケート内容より

７月 校内研究会（対話機会の充実を目指した研究討議）

６月の学習会を受け、
日頃の自分自身の
実践を見つめ直し、
対話を通した、授業改
善の視点を一人一人
の先生方が考えてい
ることがうかがえる。

２学期の研究授業を通し
て、具現化していく。

対話機会の充実
＋

主体性を生む効果的な
課題設定
↓

対話的な学びの充実
↓

研究主題の実現
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善



○全国学調の解説をしていただいた。表現の工夫・効果について、普段の授業で取り入れてい
きたいのは山々だが、どうしても内容把握を優先してしまう。ある程度の学力がないと、表現
の工夫・効果について理解するのは難しいように思う。

○感じたことは「事実・命題・方法を説明する力が必要である」ということだった。解答を求める
力ではなく、与えられた式やグラフがどんなことを表しているのかを考え、表現する力が必要
であること。これは今年度の研究テーマにある”対話”ともつなげられそうな内容である。教
え合いになりがちな教科の授業を、「この解にたどり着くまでにどんな方法が考えられるか」
と問い方を少し変えるだけで、これまでとは全く違った授業展開や学調の結果が得られるの
ではないかと感じた。

○普段の授業を振り返ると、「相談タイム」という名の下で、分かる人が分からない人に教え、
分からない人は、分かる人に聞く。そのような流れでしか数学の授業を展開できていないの
で、「どのように求めることができたのか」、言葉が出づらい質問だが、出づらいからこそ、課
題に上がる訳なので、普段の授業から意識して問う機会を設けたいと感じた。

○田中教授と総合教育センターの三枝先生に拡大校内研で授業を行う岩田先生の指導案検
討に協力していただいた。授業の中でどのように対話機会を設定していけば良いのかアドバ
イスをいただいた。

振り返りアンケート内容より

８月 教科学習会

学習会で得た新た
な知見を、自分の普
段の授業と照らし合
わせて考え、２学期
の授業に生かそうと
していることがうか
がえる。

２学期の授業を通
して、具現化してい
く。



拡大校内研究会

参加者アンケートより

・対話を通し、考えを深めたり、根拠を明確にしたりするためには、教材の提示の仕方、教師の
問い返しなどが大切になると改めて感じた。

・学級の雰囲気や教師と生徒との信頼関係、生徒同士の繋がりなど、対話の基礎となるものがしっ
かりしていると、より深い対話が可能だということもわかった。

・多くの生徒が意欲的に活動している様子が見られ、他者の意見を取り入れながら自己形成・自
己実現に向けての取組を考えられる授業になっていた。

・対話的な学びの土台としての学級作りの重要性を再認識できた。

・本校でも対話的な学びをどう深めていくかについて考えるための良い機会となった。

・1年生数学では、対話を引き出すのに良い課題であったと思った。現在担任している6年生が比
例のグラフを学習していて、グラフの読み取りの大切さを感じた。

・研究１年目の課題を発展させた研究内容になっていたと思う。また、研究内容が対話に焦点を
絞ってあり、先生方にも研究が浸透して、研究を深めることに繋がったことが伝わってきた。
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